
ジェンダー平等にむけてジェンダー平等にむけて
女性差別撤廃条約

　1993年の「世界人権会議」の議題に“女性の権利”がないことが前年発見され、1979年に女性差別撤廃条約を制定、現在
189カ国が加盟しています。何より大切にしているのは「人間の尊厳」で、その「人間としての尊厳」を確保するためのル
ーツとして人権があり、女性の人権を具体化しているのがこの条約です。日本は1985年に条約に批准していますが、締約国
が４年ごとに制度として行う国家報告にほとんど答えることができていないのが現状です。

今月のキーワード今月のキーワード
駆けつけ警護

　「駆けつけ警護」は安全保障関連法で新たに盛り込まれた活動のことです。PKOや国際機関の要請などに基づく国際平
和協力に参加する自衛隊が、自らと同じ目的で活動している他国軍隊やNGO職員などが危険に遭遇し、救援要請を受けた
場合に武器を使って助けに行く行為のことです。政府は、現地の治安当局や国連PKOの部隊などからの情報を得て、自衛
隊の部隊長の判断で実施を決めるとしています。駆けつけるのは、①自衛隊が安全を確保して対応できる②現地の治安当局
や他国の部隊よりも速やかに対応できる場合としています。

おおさか自治体の仲間　2016年３月15日　第321号 ２３ 2016年３月15日　第321号　おおさか自治体の仲間

自治体職員の正規・非正規の割合

（大阪労連「府下自治体臨時・非常勤職員の実態調査結果」から）

仕事量（正規） 生活実感

心身の疲労 自身のサービス残業（正規） 職場の人員（正規）

ある
37.6％

わからない
6.7％

ない
50.9％

無記入 4.8％

休
の
使
い
道
（
３
項
目
ま
で
選

択
）
は
、
１
位
が
「
家
の
用
事
」

で
61
・
５
％
、
２
位
が
「
本
人
の

疲
労
回
復
・
休
養
」
で
39
・
９
％

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
で

生
理
休
暇
を
「
と
っ
て
い
な
い
」

が
53
・
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
賃
金
・
労
働
条
件

　

職
場
の
働
く
条
件
で
改
善
し
て

ほ
し
い
（
３
項
目
ま
で
選
択
）
の

は
、
１
位
が
「
賃
金
・
一
時
金
の

引
き
上
げ
」
で
61
・
９
％
、
２
位

が
「
人
員
の
増
員
」
で
41
・
４

％
、
３
位
が
「
非
正
規
雇
用
の
待

遇
改
善
、
正
規
職
員
化
」
で
29
・

６
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
「
査
定
賃
金
」

　

「
導
入
す
べ
き
で
な
い
」
が
37

・
３
％
と
「
導
入
す
べ
き
で
あ

る
」（
10
・
４
％
）
の
３
倍
以
上

も
あ
り
、
そ
の
理
由
（
２
項
目
選

択
）
で
１
番
多
い
の
が
、「
評
価

を
公
正
に
で
き
る
か
疑
問
」
で
52

・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
憲
法
と
「
戦
争
法
」

　

日
本
国
憲
法
を
「
守
る
べ
き

だ
」
が
49
・
７
％
で
、「
改
正
す

べ
き
だ
」
の
15
・
４
％
を
、
安
倍

内
閣
が
強
行
採
決
し
た
戦
争
法

（
安
全
保
障
関
連
法
）
は
「
廃
止

す
べ
き
」
が
43
・
９
％
で
、「
廃

止
す
べ
き
で
な
い
」
の
12
・
３
％

を
い
ず
れ
も
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
す
。

　

関
西
電
力
が
住
民
の
反
対
や

周
辺
自
治
体
の
不
安
を
押
し
切

っ
て
高
浜
原
発
を
再
稼
働
す
る

中
、
３
月
５
日
に
大
阪
市
内
で

「
な
く
せ
原
発
！
再
稼
働
は
ん

た
い
！
３
・
５
大
阪
大
集
会
」

が
開
催
さ
れ
、
８
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
福
島
か
ら
の
報

告
で
は
、
ま
さ
に
福
島
が
切
り

捨
て
ら
れ
て
い
る
現
状
と
、
原

発
再
稼
働
に
突
き
進
む
安
倍
晋

三
政
権
へ
の
怒
り
が
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。集
会
終
了
後
、参
加
者

で
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

も
ら
い
数
の
力
で
交
渉
が
で
き

た
か
ら
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
加

入
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。
つ
ど
い
を
通
じ
て
休

暇
な
ど
の
具
体
的
な
声
が
出
さ

れ
、
同
じ
思
い
を
持
っ
た
仲
間

が
多
く
い
る
こ
と
が
実
感
で
き

ま
し
た
。

　

門
真
市
職
労
は
、
正
規
も
非

正
規
の
仲
間
も
働
き
や
す
い
環

境
に
向
け
、
組
織
率
を
高
め
て

要
求
実
現
へ
奮
闘
し
て
い
き
ま

す
。

う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
践
報
告
で
は
、
自
治
労
連

共
済
の
特
別
重
点
支
援
の
と
り

く
み
に
挑
戦
し
た
松
原
市
職
労

の
峠た

わ

田だ

和
美
委
員
長
が
「
と
り

く
み
を
き
っ
か
け
に
、
組
織
の

点
検
が
す
す
ん
だ
。
組
合
役
員

の
共
済
活
動
へ
の
認
識
が
深
ま

り
、
運
営
委
員
と
書
記
の
２
人

だ
け
の
活
動
か
ら
役
員
全
体
で

の
活
動
に
変
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
」
と
経

験
を
語
り
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
要
求
実
現
に
向

け
て
、
こ
の
春
、
組
織
拡
大
を

全
力
で
と
り
く
む
決
意
を
固
め

ま
し
た
。

　

西
本
孝
雄
委
員
長
は
、
非
正

規
で
働
く
仲

間
の
賃
金
労

働
条
件
を
交

渉
の
中
で
引

き
上
げ
て
き

た
こ
と
を
説

明
し
、「
こ

う
し
た
こ
と

が
で
き
た
の

も
、
み
な
さ

ん
に
労
働
組

合
に
入
っ
て

　

お
お
さ
か
９
条
の
会
事
務
局

長
で
関
西
大
学
法
学
部
の
吉
田

栄
司
教
授
か
ら
は
「
公
務
の
現

場
の
み
な
さ
ん
が
、
署
名
の
運

動
を
す
す
め
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
自
治
体
労
働
者
へ
の
期

待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

共
済
は
労
働
組
合
の
原
点

組
織
拡
大
に
役
立
て
よ
う

　

自
治
労
連
共
済
副
理
事
長
の

清
水
一
成
さ
ん
は
、「
共
済
活

動
は
労
働
組
合
の
原
点
。
組
織

強
化
拡
大
に
役
立
て
ま
し
ょ

戦
争
法
廃
止
の
た
め
に
も

労
働
組
合
を
大
き
く

　

大
阪
自
治
労
連
は
２
月
27
日

・
28
日
に
大
阪
市
内
で
春
の
組

織
・
共
済
強
化
拡
大
交
流
集
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
聞
労
連
近
畿
地
連
の
日
比

野
敏
陽
委
員
長
は
講
演
で
、

「
安
倍
政
権
が
放
送
法
に
関
わ

り
マ
ス
コ
ミ
に
政
治
的
圧
力
を

か
け
て
い
る
の
は
、
憲
法
に
保

障
さ
れ
た
『
表
現
の
自
由
』
を

制
限
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、「
戦
争
に
反
対
す
る
の
は

労
働
組
合
の
本
務
。
労
働
組
合

の
役
割
と
組
織
を
大
き
く
す
る

た
め
に
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

■
生
活
実
感

「
か
な
り
苦
し
い
」
と
「
や
や
苦

し
い
」
を
あ
わ
せ
る
と
62
・
４

％
、
非
正
規
で
は
70
・
５
％
に
も

上
り
ま
す
。
家
計
の
な
か
で
切
り

つ
め
て
い
る
項
目
（
２
項
目
ま
で

選
択
）
で
は
、
１
位
が
「
食
費
」

で
42
・
２
％
、
２
位
が
「
被
服

費
」
で
40
・
７
％
、
３
位
が
「
教

養
・
娯
楽
費
」
で
25
・
０
％
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。
非
正
規
で
は

「
食
費
」
が
47
・
４
％
と
半
数
近

く
に
上
っ
て
い
ま
す
。

■
職
場
の
人
員

　

「
足
り
な
い
」
が
67
・
６
％

（
正
規
で
は
76
・
３
％
）、
昨
年

と
比
べ
て
仕
事
量
が
職
場
全
体
で

「
増
え
た
」
が
53
・
４
％
（
正
規

で
は
60
・
５
％
）、
自
身
で
「
増

え
た
」
が
53
・
０
％
（
正
規
で
は

60
・
８
％
）、
サ
ー
ビ
ス
残
業
が

「
あ
る
」
は
正
規
で
37
・
６
％

で
、
月
平
均
13
・
５
時
間
と
し
て

い
ま
す
。

■
休
暇

　

年
休
は
１
番
多
い
の
が
「
６
日

〜
11
日
未
満
」
で
42
・
９
％
、
年

生
活
実
感「
苦
し
い
」が
６
割
強

人
員
足
ら
ず（
76
％
）で
業
務
増（
60
％
）

　大阪自治労連は、春闘に
むけ、「働きがいのある職
場をつくるための2016年大
阪自治労連要求アンケー
ト」を取り組みました。

　アンケートは、闘争の出発点であり、組合員・職員の生活・
労働実態を把握し、要求づくりの基本となるものです。今回、
中間集計がまとまりましたので報告します。

かなり苦しい
21.3％

やや苦しい
41.1％ まあまあ

31.8％

ややゆとり
4.1％

無記入 1.2％
かなりゆとり 0.5％

足りている
19.0％

足りない
76.3％

無記入 4.7％

増えた
60.5％

変わら
ない
30.1％

減った
2.0％

無記入 7.5％

正規
　67.5％ 非正規

　32.5％

増えた
60.8％

変わら
ない
29.4％

減った
3.2％

無記入 6.5％

毎日非常に
疲れる
28.3％

たまに非常に
疲れる
27.3％

毎日多少疲れる 23.9％
たまに多少
疲れる
13.6％

毎日疲れを感じない 1.6％
どちらともいえない 1.0％

無記入 4.3％

16春闘アンケート中間集計

自身 職場全体で

「戦争に反対するのは労働組合の本務」
と訴える日比野さん　　　　　　　　　

春
の
組
織
・
共
済
強
化
拡
大
交
流
集
会

つ
ど
い
の
中
で
悩
み
を
共
感

電気は足りてる！
高浜原発の

再稼働はいらない！
なくせ原発！再稼働はんたいなくせ原発！再稼働はんたい

３・５大阪大集会３・５大阪大集会

要求実現のためにも
仲間を増やそう

門
真
市
職
労 

非
正
規
職
員
の
つ
ど
い 

３
月
３
日

　

〜
４
日

20162016  春闘春闘

パレードで「原発もうケッコー」と訴える


